
小中合同による防災のための大切な訓練
５月１９日(水)小中集団下校訓練を

実施しました。災害は、いつ起こるか
わかりませんし、発生するとそれまで
の日常生活を簡単に奪ってしまうこと
だってあります。そんな災害時に、児
童生徒が自分の命や身を守り、保護者
のもとに無事に帰ることができるよう

にするため、小学校と中学校が協働体制をとることはとても大切なことであり自然な取組
です。２年ぶりとあって最初は多少戸惑いもあったよう
に思いますが、町会ごとに中学生が小学生をはさむよう
に整列し、交通安全等に注意を払いながら無事に帰宅し
ました。小学校・中学校の教員もそれぞれのグループに
ついて、帰宅の様子を見守り安全を確認しました。
次回の防災訓練は、９月１日（水）小中合同引き渡し

訓練を予定しております。こちらは、保護者や地域にご
協力いただくことになりますので、どうぞよろしくお願
いいたします。なお小学校では、この日に合わせ、防災
に関する体験活動も計画中です。詳細が決まりしだいお知らせします。（防災教育推進事
業の指定を受けています。）

児童生徒によるボランティア清掃活動
５月２５日(火)小中合同ボランティ

ア活動を行いました。小学校は計画委
員の児童７名、中学校は各委員会副委
員長１０名が参加しました。地下道や
国道７号線沿の歩道のゴミ拾いを行い
ました。子どもたちは、ゴミを見つけ
ては足を止め拾ってくれました。放課
後の作業だったため３０分ほどの時間でしたが、学区の環境美化に大いに貢献してくれま

した。
一般に、清掃活動は環境がきれいになるといった目

に見える成果をもたらしますが、加えて、目に見えな
い大切なことをも教えてくれます。熱心に取り組むほ
どに、また、ボランティアであればなお一層、人のた
め社会のために貢献できたという充実感と善意に満ち、
やってよかったという気持ちに気づかせてくれるもの
です。参加した児童生徒の皆さん、お疲れ様でした。
環境美化の輪が一段と広まることを期待します。
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めざす子ども像（１５歳の姿）：石川小・中学校や地域に誇りと感謝をもつ生徒



保護者・地域と共に～協力に感謝の学校行事～
【石川小学校 運動会】 ５月２３日(日)小学校運動会を行い

ました。前日までの雨模様の天気が
心配されましたが、当日は回復し、
早朝から保護者の方が進んでグラン
ド整備にあたってくださったおかげ
もあって、実施できる運びとなりま
した。また、町会からテントを貸し
ていただいたり、テント設営では保

護者に協力いただいたりと、あらためて、学校行事は保護者・
地域あってのものと実感いたしました。
午前のみの実施となりましたが、子どもたちは生き生きと競

技に全力を尽くし楽しんでいました。赤・白が同点の両組優勝
ということで、子どもたちの頑張りを温かく見守り応援してく
ださる全ての人の思いが形になったかのうようでした。
【石川小学校 ＰＴＡ資源回収】 ６月４日(日)小学校でＰＴ
Ａ資源回収が行われました。保護者や地域の方々には、多くの

資源を学校に持ち込んでいただきまし
た。お持ちいただいたことや集まった
資源の仕分けなどに、保護者や地域の
温かいご協力・ご支援をいただきまし
た。ありがとうございました。
今後ともお世話になります。引き続きよろしくお願いします。

県警主催「命の大切さを学ぶ教室」
６月１日（火）青森県警察本部警務部警務課犯罪

被害者支援室主催による「命の大切さを学ぶ教室」
が石川中学校で実施されました。犯罪被害者やその
遺族が置かれた状況、犯罪被害者支援の必要性、命
の大切さなどについて理解を深め、社会全体で被害
者等を支える気運の醸成や規範意識の向上を目的
に、県内の学校で行っているとのことです。
ＤＶＤの視聴（高校生の兄を同級生の暴力によっ

て亡くした中学生の妹や両親が、周囲の支えを得な
がら、苦しさを乗
り越え日常を取り
戻していく過程を
テーマとしたドラ
マ）やワークシー
トの記入、講師の
方のお話、感想文
の記入などを通じ
て学習しました。

あらためて‘命’を深く考える機会となり、何も
のにも代えられない、かけがえのない‘命’の大切
さや家族の絆について再確認できた貴重な学習とな
りました。生徒は真剣な態度で学習し、事後に、講
師の方も全校生徒の真剣な様子をほめてくださっておりました。

記事は６月５日

(土)陸奥新報に掲

載されました。


